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1. はじめに  











て述べる。3 節で調査の概要について述べ、4 節で調査結果について述べる。5 節は調査結
宮津市方言における待遇表現の使い分け 
 




















地区に見られる特徴はまだ明らかではないことから、2014 年度と 2015 年度の調査では、
類義語、待遇表現形式、尊敬語「（ラ）レル」と「ナル」の使い分けに話者と対者の属性が
どのように関わっているのかという観点から調査を行い、それぞれのインフォーマントに
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3.1. インフォーマント情報 
調査は、2014 年と 2015 年に行った。インフォーマントと調査情報は、表 1 のとおりで
ある。 
 
表 1 インフォーマント情報 
ID 地区 年齢 性別 外住歴 調査日
MCF 宮津 82 女性 なし 20140904
MGF 宮津 74 女性 なし 20140904
MEM 宮津 79 男性 なし 20150902
MIM 宮津 79 男性 なし 20140903
MFM 宮津 74 男性 42‐45:福井県小浜市、45‐51：京都府亀岡市 20140903
HGF 日置 84 女性 なし 20150903
HHF 日置 80 女性 なし 20150903
HIF 日置 79 女性 なし 20150903
HJF 日置 73 女性 18‐21：京都市 20150903
HCM 日置 84 男性 23‐48：宮津市(宮津地区) 20150903
HEM 日置 74 男性 なし 20150903























































































分け、結果を示すと表 3 のようになる。表 3 は、左からインフォーマントを女性、男性の
順で地区別に並べ、質問ごとに、対者人物を上から下に並べたものである。  
 
表 3 「ドコ」と「ドチラ」1）。 
MGF MCF HHF HJF HGF HIF MFM MIM MEM HCM HEM HFM
ソト・上・女 □ ■ □ □ - □ □ □ □ □ □ □
ソト・上・男 ■ □ ■ □ - □ □ □ □ □ □ ■
ソト・同・女 ■ □ ■ □ - □ □ - □ □ □ □
ソト・同・男 □ ■ ■ □ - □ □ - □ - □ □
ソト・下・女 ■ □ ■ □ - □ □ □ □ - □ □
ソト・下・男 □ □ ■ □ - □ □ □ □ - □ □
ソト・上・女 ■ □ ■ □ - □ □ □ □ □ □ □
ソト・上・男 □ □ ■ □ - □ □ □ □ □ □ □
ソト・同・女 ■ □ ■ □ - □ □ - □ □ □ □
ソト・同・男 ■ ■ ■ □ - □ □ - □ - □ □
ソト・下・女 ■ □ ■ □ - □ □ □ □ - □ □
ソト・下・男 ■ □ □ □ - □ □ □ □ - □ □
ウチ・上・女 □ □ □ □ □ □ □ - □ □ □ □
ウチ・上・男 ■ □ ■ □ □ □ □ - □ - □ □
ウチ・同・女 □ □ × □ □ □ □ - - - □ □
ウチ・同・男 □ □ × □ □ □ □ - × - □ □
ウチ・下・女 □ □ × □ □ □ □ □ □ □ □ □
ウチ・下・男 □ □ × □ □ □ □ □ □ - □ □
ウチ・上・女 □ ■ □ □ □ □ □ - □ □ □ □
ウチ・上・男 ■ □ □ □ □ □ □ - □ - □ □
ウチ・同・女 □ □ × □ □ □ □ - - - □ □
ウチ・同・男 □ □ × □ □ □ □ - □ - □ □
ウチ・下・女 □ □ × □ □ □ □ □ □ □ □ □











MCF、HHF、HFM である。その内 3 人が女性であり、「ドチラ」の使用が見られた 1 人の
男性のインフォーマントの場合、＜ソト・上・男＞に対してのみその使用が観察されてい
る。「ドコ」と「ドチラ」の使い分けが見られた女性の話者が具体的にどのような人物に対























は 6 人の内 3 人が両語形を用いているのに対し、男性は 6 人の内 1 人しか両方の語
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表 4 待遇表現形式の運用 
MFM MCF MGF MIM MEM HEM HCM HHF HIF HJF HGF HFM
A.ソト・上・女 ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ - △
A.ソト・上・男 ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ - △
B.ソト・上・女 ● ● ● ● ● ● ● × ▲ ▲ - △
B.ソト・上・男 ● ● ▲ ● ● ● ● × ▲ ▲ - △
A.ソト・同・女 ● ● ● ‐ ▲ ● ● ● ▲ ▲ - △
C.ソト・上・男 ● ● ▲ ● ● ● ● - × ▲ - △
A.ソト・同・男 ● ● ● ‐ ● ● - × ▲ ▲ - △
B.ソト・同・女 ● ● ▲ ‐ ▲ ● ▲ × ● ▲ - △
C.ソト・上・女 ● ● ▲ ● × ● ▲ - ▲ ▲ - △
B.ソト・同・男 ● ● ● ‐ ▲ ● - × ▲ ▲ - △
C.ソト・同・女 ● ● ● ‐ ▲ ● ▲ - × ▲ - △
B.ウチ・上・男 ● ● ● ‐ ▲ ● - × ○ ▲ ▲ ○
C.ソト・同・男 ● ● ● ‐ ▲ ● - - × ▲ - △
C.ウチ・上・男 ● × ▲ ‐ ▲ ● - ● ○ ▲ ▲ △
C.ウチ・上・女 ▲ ● ▲ ‐ ▲ ● ▲ ▲ ○ ▲ ▲ △
A.ウチ・上・女 ▲ ● ○ ‐ ▲ ● ▲ ▲ × × ▲ ○
A.ウチ・上・男 ▲ ● ● ‐ ▲ △ - × × ▲ ▲ ○
B.ソト・下・女 ● ○ ▲ ● ▲ ○ - × ○ ▲ - △
C.ウチ・下・女 ● ○ ○ ● ○ △ ○ ○ ○ ▲ ▲ ○
C.ソト・下・女 ● ○ ○ ● ▲ ○ - × ○ ▲ - △
B.ウチ・下・女 ● ○ ▲ ● ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○
A.ソト・下・女 ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ - × ▲ ▲ - △
A.ソト・下・男 ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ - ● ▲ ▲ - ○
A.ウチ・下・女 ● ○ ○ ▲ ○ △ ○ × ▲ ▲ ○ ○
B.ウチ・上・女 ○ × ○ ‐ ○ ● ▲ ○ ○ ▲ ○ ○
B.ウチ・同・男 ○ ○ ○ ‐ ○ ● - ○ ○ ▲ ○ ○
C.ソト・下・男 ○ ○ ○ ● ▲ ○ - × ○ × - ○
B.ウチ・同・女 ○ ○ ○ ‐ - ● - ○ ○ ○ ○ ○
B.ソト・下・男 ○ ○ ▲ ▲ ▲ ○ - × ○ ▲ - ○
A.ウチ・下・男 ▲ ○ ○ ○ ○ △ - × ▲ ▲ × ○
C.ウチ・下・男 ○ ○ ○ ▲ ○ △ - ○ ○ ▲ ▲ ○
B.ウチ・下・男 ○ ○ ▲ ○ ○ ○ - ○ ○ ▲ ▲ ○
C.ウチ・同・男 ○ ○ ○ ‐ ○ △ - ○ ○ ▲ ▲ ○
C.ウチ・同・女 ○ ○ ○ ‐ ○ △ - ○ ○ ○ ▲ △
A.ウチ・同・男 ○ ○ ○ ‐ × △ - × × ▲ ○ ○
















＜ソト・上/同＞と＜ウチ・上＞に使用が偏っている（表 3 のア）。 
c）「3．尊敬語＋丁寧語」、「2．尊敬語のみ」、「1．丁寧語」、「0．尊敬語・丁寧語なし」
の形式の使用に個人差が大きく見られるのは、対者がウチ、ソト関係なく＜下・女
＞と、＜ソト・下・男＞に偏っている（表 3 のイ）。 
d）「3．尊敬語＋丁寧語」の使用が見られず、「0．尊敬語・丁寧語なし」の形式は、＜































で上から並べたものである。表 5 を見てみよう。 
 
表 5 ＜上＞である場合の使い分け 2）。 
MEM MFM MGF HFM HIF HEM HJF MCF HCM HHF MIM HGF
A.ソト・上・女 ● ● ● △ ▲ ● ▲ ● ● ● ● -
B.ソト・上・女 ● ● ● △ ▲ ● ▲ ● ● × ● -
C.ソト・上・女 × ● ▲ △ ▲ ● ▲ ● ▲ - ● -
A.ソト・上・男 ● ● ● △ ▲ ● ▲ ● ● ● ● -
B.ソト・上・男 ● ● ▲ △ ▲ ● ▲ ● ● × ● -
C.ソト・上・男 ● ● ▲ △ × ● ▲ ● ● - ● -
A.ウチ・上・女 ▲ ▲ ○ ○ × ● × ● ▲ ▲ ‐ ▲
B.ウチ・上・女 ○ ○ ○ ○ ○ ● ▲ × ▲ ○ ‐ ○
C.ウチ・上・女 ▲ ▲ ▲ △ ○ ● ▲ ● ▲ ▲ ‐ ▲
A.ウチ・上・男 ▲ ▲ ● ○ × △ ▲ ● - × ‐ ▲
B.ウチ・上・男 ▲ ● ● ○ ○ ● ▲ ● - × ‐ ▲

































表 6 ＜同＞である場合の使い分け 
MFM MCF MGF MEM HFM HIF HEM HJF HHF HCM HGF MIM
A.ソト・同・女 ● ● ● ▲ △ ▲ ● ▲ ● ● - ‐
B.ソト・同・女 ● ● ▲ ▲ △ ● ● ▲ × ▲ - ‐
C.ソト・同・女 ● ● ● ▲ △ × ● ▲ - ▲ - ‐
A.ソト・同・男 ● ● ● ● △ ▲ ● ▲ × - - ‐
B.ソト・同・男 ● ● ● ▲ △ ▲ ● ▲ × - - ‐
C.ソト・同・男 ● ● ● ▲ △ × ● ▲ - - - ‐
A.ウチ・同・女 ○ ○ ○ - ○ × △ ○ × - ○ ‐
B.ウチ・同・女 ○ ○ ○ - ○ ○ ● ○ ○ - ○ ‐
C.ウチ・同・女 ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ - ▲ ‐
A.ウチ・同・男 ○ ○ ○ × ○ × △ ▲ × - ○ ‐
B.ウチ・同・男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ▲ ○ - ○ ‐




































表 7 ＜下＞である場合の使い分け 
MEM MGF HEM HFM MFM MIM HIF MCF HJF HGF HHF HCM
A.ソト・下・女 ▲ ● ▲ △ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ - × -
B.ソト・下・女 ▲ ▲ ○ △ ● ● ○ ○ ▲ - × -
C.ソト・下・女 ▲ ○ ○ △ ● ● ○ ○ ▲ - × -
A.ソト・下・男 ▲ ▲ ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○ ▲ - ● -
B.ソト・下・男 ▲ ▲ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ - × -
C.ソト・下・男 ▲ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ × - × -
A.ウチ・下・女 ○ ○ △ ○ ● ▲ ▲ ○ ▲ ○ × ○
B.ウチ・下・女 ○ ▲ ○ ○ ● ● ○ ○ ▲ ○ ○ ○
C.ウチ・下・女 ○ ○ △ ○ ● ● ○ ○ ▲ ▲ ○ ○
A.ウチ・下・男 ○ ○ △ ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ × × -
B.ウチ・下・男 ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ○ -











































































表 8 尊敬語の運用 
MFM MCF MGF MIM MEM HEM HCM HIF HHF HJF HGF HFM
B.ソト・上・女 ★ ★ ★ ★ ☀ ★ ★ ☀ × ☀ - Φ
C.ソト・上・女 ★ ★ ★ ★ × ★ ★ ☀ - ☀ - Φ
A.ソト・上・女 ★ ★ ◆ ★ ☀ ★ ★ ☀ ◆ ☀ - Φ
B.ソト・上・男 ★ ★ ★ ★ ☀ ★ ☀ ☀ × ☀ - Φ
B.ソト・同・女 ★ ★ ★ - ☀ ★ ☀ ★ × ☀ - Φ
C.ソト・上・男 ★ ★ ★ ★ ☀ ★ ☀ × - ☀ - Φ
B.ソト・同・男 ★ ★ ★ - ☀ ★ - ★ × ☀ - Φ
C.ウチ・上・女 ★ ★ ★ - ☀ ★ ☀ Φ ☀ ☀ ☀ Φ
C.ソト・同・女 ★ ★ ★ - ☀ ★ ☀ × - ☀ - Φ
B.ウチ・上・男 ★ ★ ★ - ☀ ★ - Φ × ☀ ☀ Φ
C.ウチ・上・男 ★ × ★ - ☀ ★ - Φ ★ ☀ ☀ Φ
A.ソト・同・男 ★ ★ ◆ - ★ ★ - ☀ × ☀ - Φ
C.ソト・同・男 ★ ★ ★ - ☀ ★ - × - ☀ - Φ
A.ソト・上・男 ★ ★ ◆ ◆ ☀ ★ ☀ ☀ ◆ ☀ - Φ
A.ソト・同・女 ★ ★ ◆ - ☀ ★ ☀ ☀ ◆ ☀ - Φ
B.ソト・下・女 ★ Φ ★ ★ ☀ Φ - × × ☀ - Φ
A.ウチ・上・男 ★ ★ ◆ - ☀ Φ - × × ☀ ☀ Φ
A.ウチ・上・女 ☀ ★ Φ - ☀ ★ ☀ × ☀ × ☀ Φ
C.ソト・下・女 ★ Φ Φ ★ ☀ Φ - Φ × ☀ - Φ
B.ウチ・下・女 ★ Φ ★ ☀ Φ Φ Φ Φ Φ ☀ Φ Φ
C.ウチ・下・女 ★ Φ Φ ★ Φ Φ Φ Φ Φ ☀ ☀ Φ
A.ソト・下・女 ☀ ☀ ◆ ☀ ☀ ★ - ☀ × ☀ - Φ
A.ソト・下・男 Φ Φ ◆ ☀ ☀ ★ - ☀ ◆ ☀ - Φ
B.ソト・下・男 Φ Φ ★ ☀ ☀ Φ - × × ☀ - Φ
A.ウチ・下・女 ★ Φ Φ ☀ Φ Φ Φ ☀ × ☀ Φ Φ
B.ウチ・上・女 Φ × Φ - Φ ★ ☀ Φ Φ ☀ Φ Φ
B.ウチ・下・男 Φ Φ ★ Φ Φ Φ - Φ Φ ☀ ☀ Φ
A.ウチ・下・男 ☀ Φ Φ Φ Φ Φ - ☀ × ☀ × Φ
C.ウチ・下・男 Φ Φ Φ ◆ Φ Φ - Φ Φ ☀ ☀ Φ
C.ウチ・同・男 Φ Φ Φ - Φ Φ - Φ Φ ☀ ☀ Φ
C.ソト・下・男 Φ Φ Φ ◆ ☀ Φ - Φ × × - Φ
A.ウチ・同・男 Φ Φ Φ - × Φ - × × ☀ Φ Φ
A.ウチ・同・女 Φ Φ Φ - - Φ - × × Φ Φ Φ
B.ウチ・同・男 Φ Φ Φ - Φ Φ - Φ Φ ☀ Φ Φ
C.ウチ・同・女 Φ Φ Φ - Φ Φ - Φ Φ Φ ☀ Φ




















ソト・上/同＞と＜ウチ・上＞に使用が偏っている（表 8 のカ）。 
g）「（ラ）レル」、「ナル」、語彙的な尊敬語の形式の使用に個人差が大きく見られるのは、 
＜ウチ/ソト＞関係なく、対者が＜下＞である場合である（表 8 のキ）。 
h）無標形式3）は、＜ウチ・同＞に使用が偏っており、＜ウチ・同＞に対して「（ラ）レ





























                                                        
3） 「（ラ）レル」、「ナル」、「語彙的な尊敬語」が見られなかった回答。 
張 允娥 













用いる話者の回答をまとめて示すと次の表 9 のようである。 
 
表 9 尊敬語の使い分け（上/下・ウチ/ソト） 
男 女 男 女 男 女 男 女
HHF ◆ ◆ ★☀ ☀ ◆ × Φ Φ
HCM ☀ ★ ‐ ☀ ‐ ‐ ‐ Φ
MCF ★ ★ ★ ★ Φ ☀ Φ Φ
MIM ★ ★ ‐ ‐ ☀ ★☀ Φ◆ ★☀
MFM ★ ★ ★ ★☀ Φ ★☀ ☀ ★
HIF ☀ ☀ Φ Φ ☀ ☀ ☀ ☀




ソト ウチ ソト ウチ
 
 




























表 10 「（ラ）レル」と「ナル」の使用対象 
MCF MGF MFM MEM HEM HIF HJF HHF HGF
A.ソト・同・女 ★ ★ ★ ☀ ★ ★ ☀ × -
B.ソト・同・女 ★ ★ ★ ☀ ★ ★ ☀ × -
C.ソト・同・女 ★ ★ ★ ☀ ★ × ☀ - -
A.ソト・同・男 ★ ◆ ★ ★ ★ ☀ ☀ × -
B.ソト・同・男 ★ ★ ★ ☀ ★ ★ ☀ × -
C.ソト・同・男 ★ ★ ★ ☀ ★ × ☀ - -
A.ウチ・同・女 Φ Φ Φ - Φ × Φ × Φ
B.ウチ・同・女 Φ Φ Φ - Φ Φ Φ Φ Φ
C.ウチ・同・女 Φ Φ Φ Φ Φ Φ Φ Φ ☀
A.ウチ・同・男 Φ Φ Φ × Φ × ☀ × Φ
B.ウチ・同・男 Φ Φ Φ Φ Φ Φ ☀ Φ Φ
































本稿では、2014 年と 2015 年に京都府宮津市で行った類義語、待遇表現形式、尊敬語の
使い分けの調査結果について報告した。本稿で報告した内容をまとめると次のようになる。 
 
表 11 調査結果のまとめ 
「ドコ」と「ドチラ」（4.1節） 待遇表現形式（4.2節） 「（ラ）レル」と「ナル」（4.3節）
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